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志布志市の福祉・ボランティア情報紙

写
真
　
通
山
ち
ろ
い
倒
し
（
有
明
町
通
山
）

「ちろい倒し」は市内に 26 ある伝統芸能保存会の一つで、「ちろい」とは、俗に鯉のぼりを指し、
それを引き倒す様を即興の田舎風演劇で表すもの。

ささえあいささえあい

・サロンボランティア育成講座参加者募集！（P.4）
・ボランティア活動保険の加入はお済みですか？（P.5）
・ボランティア協力校の活動を紹介します！（P.6）
・ともだちの輪～人と人とのつながり～（P.7）

「
寄
い
や
ん
せ
」

お
茶
一
杯
が

あ
り
が
た
い

志
布
志
町
　
福
山
　
吉
連

我（
が
）を
捨
て
て

笑
顔
で
励
む福

祉
職

志
布
志
町
　
土
橋
　
純
香

お
年
寄
り

か
が
み
の
前
で

若
返
り

志
布
志
町
　
末
次
　
秋
男

春
一
が

吹
い
て
父
さ
ん

田
の
仕
度

志
布
志
町
　
鞍
掛
　
五
雄

気
配
り
へ

温
も
り
も
ら
う

垣
根
越
し

有
明
町
　
高
田
　
輝
秋



　

本
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、

経
済
環
境
や
地
方
財
政
の
悪
化
な
ど

不
透
明
な
生
活
環
境
へ
さ
ら
さ
れ
て

い
る
一
方
、
東
日
本
大
震
災
や
奄
美

豪
雨
災
害
な
ど
自
然
災
害
対
策
へ
の

危
機
管
理
意
識
の
高
ま
り
な
ど
刻
々

と
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
は
、
少
子
高

齢
化
の
進
展
や
人
口
減
少
社
会
に

よ
る
家
庭
機
能
の
低
下
や
近
隣
社

会
の
希
薄
化
な
ど
、
家
族
間
や
住

民
相
互
の
助
け
合
い
、
支
え
合
い

な
ど
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」

を
前
提
と
し
た
生
活
基
盤
が
変
容

し
て
い
く
中
で
、
社
会
福
祉
の
分

野
も
多
岐
に
わ
た
り
福
祉
問
題
は

多
種
多
様
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
志
布

志
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域

福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
団
体

と
し
て
、「
人
に
や
さ
し
い
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
地
域

に
密
着
し
た
事
業
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
住
民
参
加
や
協
働
に
よ

る
福
祉
活
動
の
支
援
、保
健
、医
療
、

福
祉
、
教
育
等
関
係
機
関
・
団
体

と
の
連
携
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
地

域
福
祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
の
指
定

居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
質

の
高
い
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

誰
も
が
安
心
し
て
介
護
が
で
き
る

自
立
支
援
を
目
指
し
た
介
護
予
防

事
業
に
努
め
る
と
と
も
に
、
介
護

保
険
制
度
改
正
に
対
応
し
た
事
業

所
の
経
営
安
定
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し

て
い
く
た
め
に
、
効
率
的
な
法
人

運
営
と
役
職
員
の
英
知
と
工
夫
に

よ
り
、「
信
頼
感
と
存
在
感
の
あ
る

社
会
福
祉
協
議
会
」
と
な
る
よ
う
、

平
成
24
年
度
は
次
の
重
点
目
標
を

掲
げ
、
各
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

1 法人運営の基盤強化
2 地域福祉の推進
3 介護保険事業・障害者自立支援事業の取り組み
4 自主財源の確保

平成 24 年度の事業計画です！

主な事業実施計画をお知らせします！
Ⅰ　法人運営部門Ⅱ　地域福祉活動推進部門

①法人全体の運営
・�組織体制の見直しに伴う諸規程の整備、指揮命
令系統の明確化、法令遵守の法人経営・介護保
険事業経営
・本所、支所間の連携、地域に根ざした事業推進
・グループネットワーク活用等による情報の共有化。
・職員の資質向上のための職員研修の実施
②財務・人事管理等の組織管理マネジメント
・�本所、支所を含めた人的交流の推進、事務事業
の協働化と情報の共有化。
・�「ささえあい事業」（介護保険事業外）、「思いや
り基金自動販売機設置事業」や新たな収益事業
の研究・導入。

③理事会・評議員会・監事会等の開催
・�理事会、評議員会、監事会等の実施状況を広報紙、
ホームページ等で公開し、経営の透明性に努める。

④本所・支所施設の管理運営
・�指定管理を受けている健康ふれあいプラザ（本
所）、市民センター（有明支所）、老人福祉セン
ター（松山支所）、老人憩の家（松山支所）を活
動拠点とし、地域に開かれた交流施設、市民に
親しまれる施設として、健全な管理運営を図る。

⑤社協会費の効率的運用
　�　本会活動の趣旨に賛同していただける市民、
団体、法人等の会員加入促進。会費の効果的運
用、事業実績等の情報公開。

①福祉のまちづくり事業
・�地域福祉推進事業の推進（共助活動の活性化を図る）
・�近隣福祉ネットワーク活動の推進
　�　一人暮らし高齢者や障がい者等が安心した生
活を送れるよう「見守り」「声かけ」など住民
相互の助け合い体制を再構築。

・�高齢者ふれあいサロン、子育てサロンの拡充・支援
・社会福祉大会開催による福祉啓発、表彰
②ボランティア活動センター事業
・�ボランティアコーディネーターの設置（本所・各支所）
・一般ボランティア育成講座
・�教職員福祉ボランティア育成講座
・ワークキャンプ事業
・�福祉作文、絵画コンクール
・ボランティアまつり
・�ボランティア団体活動助成
・ボランティアのつどい
・ボランティア育成事業協力校の指定（市内３校）
③共同募金運動の推進
・志布志市共同募金委員会の運営
・共同募金配分金による事業の実施
・�チャリティゴルフ、チャリティグラウンドゴルフ大会の開催
④日本赤十字事業への協力
・災害時の迅速な救援活動、救援物資の配布
⑤福祉団体への支援
・市内の福祉団体と連携、協力支援、助成

基
本
方
針

４つの重点目標
を掲げました！
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収 入
227,886 千円

支 出
227,886 千円

平成 24 年度の一般会計予算です！

Ⅲ　福祉サービス部門Ⅳ　在宅福祉サービス部門
①相談機能の充実
・�心配ごと相談所の設置（志布志本所、有明・松山支所）
・心配ごと相談員研修の実施
・�福祉サービス苦情受付、解決窓口の開設、第三
者委員による苦情解決体制の確立

②福祉サービス利用支援事業
　�　福祉サービスや金銭管理に困っている高齢者等
が安心した日常生活が送れるよう支援を行う。

・専門員設置による円滑な事業推進
・福祉サービス利用支援員への指導援助
・県社協、各関係機関との連携
・各事業所へのサービス利用の周知強化
③各種資金貸付事業
・�生活福祉資金貸付事業（総合支援資金、福祉資金、
教育支援資金、不動産担保型生活資金の４種類）
　�　民生委員等の協力のもと低利又は無利子で資
金貸付を行い、世帯の自立更生を促す。

・法外援護資金貸付事業（小口資金貸付事業）
　�　市社会福祉協議会単独の小口資金の貸付制度。
・生活福祉資金及び法外援護資金の償還督励
④研修、教育
・職場内研修の実施
・外部研修への積極的参加
・社会福祉実習の積極的受け入れ

①高齢者対策事業
・�一人暮らし高齢者の集い開催支援事業（地区社協）
・敬老訪問の実施（白寿、100歳以上）
・�金婚式　・歳末年越しそば、弁当配布事業の支援
・認知症サポーター養成講座
②在宅支援事業
・ささえあい事業（社協独自事業）
・寝具洗濯乾燥消毒サービス事業
・介護者交流会　・高齢者等への歌の宅配事業
・福祉機器（特殊寝台、車イス）の貸出し
③障がい者支援事業
・障害者自立支援事業への取り組み
・障がい者戸外ふれあいの 1日
④食の自立支援事業（お弁当配達）
・お弁当の利用者への見守り、安否確認の徹底
⑤介護サービス事業の事業体制の整備
・�居宅介護支援事業　・通所介護事業・訪問入浴介護事業
・�訪問介護事業(24年度より志布志・有明事業所を有明に統合)
・介護保険法改正への対応
⑥生活支援事業の推進
・生きがい対応型デイサービス事業（志布志事業所）
・２次予防高齢者事業
⑦サービスの質の向上
・ケアマネジメントの質の向上
・介護サービス事業従事者の資質及び専門性の向上
・福祉サービス苦情相談窓口の設置

人件費
167,712千円

事業費
31,652千円

予備費
1,000千円

その他
6,836千円負担金

92千円助成金
2,274千円

事務費
12,499千円

会費
2,465千円

寄附金
4,454千円

補助金
57,603千円

助成金
278千円

受託金
25,921千円
事業収入
719千円

共同募金配分金
5,227千円負担金

8,494千円

介護保険
87,927千円

前期末支払資金残高
23,765千円

その他
300千円

自立支援費等
10,208千円

受取利息
配当金
157千円

雑収入
368千円

共同募金
配分金事業費
5,445千円

積立預金積立支出
40千円固定資産取得支出及び繰入支出

336千円
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◦この紙面に関するお問い合わせはこちらまで！！
　・志布志市社会福祉協議会　志布志本所　☎ 099-472-1800
　 　有　明支所　☎ 099-474-0310
　 　松　山支所　☎ 099-487-2001

〜
東
区
べっ
ぴ
ん
さ
ん
（
志
布
志
町
）
〜

　

今
回
は
、
４
月
11
日
に
初
め
て
東
区

（
志
布
志
町
）
で
行
わ
れ
た
、
ふ
れ
あ
い

の
つ
ど
い
「
東
区
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
」
を

紹
介
し
ま
す
。

　

東
区
内
の
上
・
中
・
下
西
谷
、
中
学

校
通
、
上
・
中
・
下
新
田
屋
敷
、
宇
都
、

沢
目
記
、
高
浜
、
新
屋
敷
、
若
宮
に
今

ま
で
サ
ロ
ン
が
な
く
、
皆
で
集
う
会
が

あ
れ
ば
…
と
い
う
要
望
も
あ
り
、
４
月

11
日
に
志
布
志
地
区
公
民
館
分
室
に
お

い
て
午
前
10
時
か
ら
１
時
間
半
ほ
ど
、

第
１
回
目
の
サ
ロ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

社
協
の
サ
ロ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
血
圧
測
定
に
始

ま
り
、
指
遊
び
や
童
謡
の
「
ふ
る
さ
と
」

を
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
付

き
で
歌
っ
た
り
、
皆
で
輪
に
な
っ
て
「
あ

ん
た
が
た
ど
こ
さ
」
を
歌
い
な
が
ら
手

遊
び
を
し
た
り
、イ
ス
に
座
っ
て
、足
首
、

足
指
の
運
動
を
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

元
気
な
笑
顔
で
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

い
時
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

次
に
お
茶
を
し
な
が
ら
次
回
か
ら
の
サ

ロ
ン
に
つ
い
て
皆
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
揃
い
で
!?
会
の
名
前

も
「
東
区
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
」
に
す
ぐ
決

ま
り
、
次
回
は
、
皆
が
知
っ
て
い
る
懐

メ
ロ
を
皆
で
歌
い
た
い
！
な
ど
次
の
サ

ロ
ン
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
で
す
。

　

皆
さ
ん
「
楽
し
か
っ
た
～
!!
」
と
笑

顔
で
話
さ
れ
、
皆
で
顔
を
合
わ
せ
て
笑

い
合
え
ば
、
益
々
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
に
な
っ

て
、
若
返
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、

身
も
心
も
温
か
く
、
明
る
く
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
志
布
志
市
内

の
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

を
市
内
編
集
委
員 

坂
元
聡
子
さ
ん

の
取
材
の
元
、
紹
介
い
た
し
ま
す
。

平成２４年度 高齢者サロンボランティア育成講座参加者募集!!

回 日　　時 内　　　　　容 講　　師 場所

１ 6月 16日（土）
9:30 ～ 11:40

・開講式
・�県内の高齢者ふれあい・いきいきサロン活動の現状と展望 ・鹿児島県社会福祉協議会

志
布
志
市
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

２ 6月 23日（土）
9:00 ～ 11:10 ・高齢者の方とのコミュニケーション ・Sakai ＆ Sons

　坂井　明弘�氏

３ 6月 30日（土）
9:00 ～ 11:40

・レクリエーションを楽しもう ・鹿児島県レクリエーション協会
松園�タミ子�氏

・認知症の方への接し方 ・認知症サポーター��キャラバンメイト
田中�穂積�氏

４ 7月　7日（土）
9:00 ～ 11:10 ・とっさに出来る応急手当て ・日本赤十字社鹿児島県支部

５ 7月 14日（土）
9:00 ～ 11:10

・介護保険改正について
　介護予防としての志布志市の取組みと現状 ・志布志市役所保健課

・高齢者疑似体験 ・志布志市社会福祉協議会

６
2日間を予定

都合の良い日をお選び下さい
（日程調整中）
9:30 ～ 12:30

・実際にサロンを体験してみよう！
・調整中・プラザカフェ（体験後の交流会）

・閉講式

話し合いもはずみました！！

レクリエーションで盛り上がりました ^_^

　ふれあい・いきいきサロンの運営活動に興味のある方のためにボランティア育成講座を開催します。サロ
ンに興味のある方、また、自分の学習のためにボランティア育成講座を受講してみませんか。
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輪多市とは

「多くのボランティアの輪を志布志市に広めましょう」の意味です。

ボランティアセンター便り

輪 市多 のボランティア

ク
ラ
ブ
隅す
み
れ麗　
竹
下　
ゆ
か
り

（
主
な
活
動
場
所
：
曽
於
市
・
志
布
志
市
）

　

初
め
ま
し
て
！
ク
ラ
ブ
隅
麗
の

竹
下
で
す
。
数
年
前
、
あ
る
ニ
ュ
ー

ス
で
目
の
不
自
由
な
方
々
に
生
花

の
指
導
を
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ

を
目
に
し
ま
し
た
。

　

お
花
の
好
き
な
私
。「
何
か
出
来

る
か
も
し
れ
な
い
。」
と
思
っ
た
の

が
活
動
の
き
っ
か
け
で
す
。

　
『
お
花
』
と
い
う
と
、
お
金
が
か
か

る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
お
金
を
か
け
な
く
て
も
、
自

由
な
発
想
で
楽
し
む
事
が
出
来
ま
す
。

　
お
花
を
飾
る
為
に
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
に
。

最
近
で
は
、
木
工
や
陶
芸
に
も
興
味
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
ワ
ク
ワ
ク
感

を
皆
さ
ん
と
共
有
で
き
る
と
良
い
な
あ
、

と
思
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
一

緒
に
活
動
し
て
下
さ
る
方
を
募
っ
て
い

ま
す
。
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

つ
く
し
ん
ぼ　
篠
原
良
子

（
主
な
活
動
場
所
：
有
明
町
）

　

私
達
、
よ
み
き
か
せ
グ
ル
ー
プ

「
つ
く
し
ん
ぼ
」
の
会
の
モ
ッ
ト
ー

は
共
に
楽
し
く
で
あ
り
、
こ
の
共

に
楽
し
く
と
は
も
ち
ろ
ん
聞
き
手

と
も
で
あ
る
。

　

小
学
校
の
図
書
ま
つ
り
・
朝
の

読
み
聞
か
せ
、
保
育
園
、
図
書
館

の
お
話
し
会
等
々
に
出
向
き
、
本

へ
の
興
味
・
感
動
・
喜
び
等
提
供

し
た
い
と
活
動
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
聞
い
て
く
れ
る
子
達

に
は
有
難
う
の
気
持
ち
で
お
話
し

会
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
松
山
町
子
育
て
サ
ロ
ン川

上
み
ゆ
き

　
「
離
乳
食
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
な
？
」「
子
供
の
○
○
が
気
に
な

る
ん
だ
け
ど
…
？
」「
私
…
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
！
」
子
育
て
に

は
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
が
付
き
物
。

そ
こ
で
、
親
子
が
心
か
ら
ホ
ッ
と

で
き
る
場
所
、
子
育
て
サ
ロ
ン
の

登
場
で
す
。

　

育
児
経
験
さ
れ
た
心
強
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
共
に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体

操
、
お
散
歩
、
手
作
り
お
や
つ
で

お
茶
会
、
ワ
イ
ワ
イ
お
し
ゃ
べ
り

な
ど
楽
し
さ
面
白
さ
満
載
で
す
。

　

毎
月
第
３
土
曜
日
10
時
30
分
か

ら
松
山
町
に
あ
る
や
っ
ち
く
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
お
待
ち
し
て
ま

す
。

ボランティア活動保険の
加入はお済ですか？

ボランティアグループ活動紹介
　

現
在
、
志
布
志
市
内
で
は
、

49
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
２
グ
ル
ー
プ
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

「
共
に
楽
し
く
」

「
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
…
？
」

○�ボランティア活動保険は、ボランティア活動中の事
故によるボランティア自身のケガや、物を壊してし
まった場合などの賠償事故を補償します。
○�また、ボランティア活動場所と自宅との往復途上の
事故も補償の対象となります。
○�６月末までにご加入いただくと、１人当り１００円
の助成をいたします。

基本タイプ Ａプラン 280円
 Ｂプラン 420円
天災タイプ Ａプラン 490円
 Ｂプラン 720円

個人または、ボランティアグループ
（ボランティアセンターに登録が必要）

加入できる方

掛　金
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ボランティアセンター便り

輪多市とは

「多くのボランティアの輪を志布志市に広めましょう」の意味です。

輪 市多 のボランティア

泰
野
小
学
校 

６
年　
白
坂 

彩
奈

　

わ
た
し
た
ち
６
年
生
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、

学
校
の
庭
や
学
校
周
辺
の
落
ち
葉

の
清
掃
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
週
に

２
回
、
朝
の
時
間
を
使
い
、
学
校

が
よ
り
き
れ
い
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
願
い
な
が
ら
み
ん
な
で
行
い
ま

し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
活

動
を
通
し
て
心
も
体
も
成
長
し
ま

し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
自
分
も

変
わ
る
け
ど
、
通
り
が
か
り
の
人

た
ち
も
笑
顔
に
し
ま
す
。
４
月
か

ら
は
中
学
生
な
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
進
ん
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

通
山
小
学
校 

教
諭　
別
府 

亮
太

　

通
山
小
学
校
は
、
近
く
に
ウ
ミ

ガ
メ
も
産
卵
に
訪
れ
る
海
が
あ

り
、
持
久
走
大
会
で
は
海
辺
の
松

林
や
海
岸
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
力
校
と
し
て
い
つ
も
親
し
ん

で
い
る
海
岸
や
松
林
の
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
た
だ
い
た
助
成
金
を

活
用
し
て
一
人
一
人
鉢
植
え
運
動

も
行
い
、
全
校
で
花
を
育
て
ま
し

た
。
そ
の
成
果
も
あ
り
、
志
布
志

市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
最
優
秀
賞
を
頂
く
こ
と
が
で

き
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

５
年
生
で
は
、
花
の
美
し
さ
を

地
域
の
方
々
に
も
味
わ
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
考
え
、
多
く
の
人
が
通

る
野
井
倉
郵
便
局
前
の
花
壇
を
整

備
し
、
花
を
植
え
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
々
に
恩
返
し
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
　
　

出
水
中
学
校 

教
頭　
津
留 

眞
由
美

　

出
水
中
学
校
生
徒
会
で
は
、
常

時
活
動
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
収
集
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
平
成
23
年
度
の
一
年
間

で
キ
ャ
ッ
プ
３
３
８・
４
㎏
を
収
集

し
、
約
８
４
．
６
人
分
の
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
に
替
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

８
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

で
も
市
内
の
多
く
の
方
々
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
の
文
化
祭
で
も
、
東

日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々

へ
の
支
援
活
動
を
行
い
、
花
苗
の

売
上
金
と
赤
い
羽
根
共
同
募
金
を

合
わ
せ
て
２
０
，
７
３
４
円
寄
付

し
ま
し
た
。
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
に
６
月
に
ユ
ネ
ス
コ
講
演
会

を
企
画
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か

け
で
、
書
き
損
じ
は
が
き
が
ど
の
よ

う
に
役
立
て
ら
れ
る
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ
た
た

め
、
83
枚
の
は
が
き
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。
今

後
も
生
活

に
密
着
し

た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活

動
を
進
め

て
い
き
た

い
と
思
い

ま
す
。

第７回ボランティアまつり！８月 19 日開催！遊びに来てね！

志布志市
ボランティア協力校
活動紹介

泰
野
小
学
校

通
山
小
学
校

出
水
中
学
校

　社会福祉協議会では、青少年の社会福祉に対する関
心と理解を深めることを目的に、この事業にご協力いた
だいています。
　ボランティア育成事業指定協力校３校の活動をご紹介
します。

平成

23
年度

（
松
山
町
）

（
有
明
町
）

（
志
布
志
町
）

2012.5 ■ （6）



　福祉サービス利用支援事業（地域福祉権利擁護事業）は、高齢者や障がい者で判断能力に不安があるために、
福祉サービスの利用の仕方がわからなかったり、預貯金の出し入れなどにお困りの方や、日常生活を営むうえで、
いろいろな手続きを適切に行なえないため不安を抱いている方を対象としています。
　皆様が安心して地域で暮らせるように、福祉サービスの利用手続きや預貯金の出し入れ、公共料金などの支払
い手続き、大切な書類の保管などのお手伝いをします。各支援の種類などについては、下記をご覧ください。
　お問合せ等は、最寄りの志布志市社会福祉協議会本所、各支所までお尋ね下さい。

・福祉サービス利用のための申し込みや利用をやめるために必要な手続き
・福祉サービスの利用料金の支払い代行
・福祉サービスの利用に関する情報の提供、相談
・福祉サービスの苦情を解決するための手続き

・年金または福祉手当などの受領に必要な手続き　・税金や社会保険、電気・ガス・水道等の公共料金のお支払いの手続き
・病院への医療費支払いの手続き　　　　　　・日用品購入の代金支払いの手続き
・預貯金の出し入れ、解約などの手続き

保管を希望する重要な書類等をお預かりします。

保管できる書類等（例）
　・年金証書　　・預貯金通帳、キャッシュカード
　・証書（保険証書、不動産権利証書、契約書等）
　・実印、銀行印
　・その他、実施主体が適当と認めた書類等（カード含む）
　※宝石、書画、骨董品、貴金属や有価証券等はお預かりできません。

～平成２４年度社協広報紙「ささえあい」発行にご協
力いただく市民編集員２名をご紹介いたします。～

市民編集員

　見
み の

野　初
は つ み

美さん
（志布志町内之倉）

先輩の有馬ケイ子さんの記事
を拝見していつも感心をし、
編集員に応募をいたしまた。
頑張りますので、よろしくお
願いいたします。

出会う皆様と共にささえあい
ながら、楽しく編集できたら
いいなと思っています。よろ
しくお願いいたします。

市民編集員

　坂
さかもと

元　聡
さ と こ

子さん
（志布志町帖）

新しい市民編集員です！
～ モトム。アナタのつながり。ミンナの輪。～

このコーナーはみなさんの大切な
ともだちをリレー方式で紹介し、
人と人との繋がりのありがたさを
分かち合うものです。

・�1回の訪問につき、1,200 円です。
　(30 分～１時間程度）
・�生活保護世帯の場合は無料です。

福祉サービス利用支援事業について	（地域福祉権利擁護事業）

【お問合せ先】最寄りの志布志市社会福祉協議会まで
志布志本所	 〒899-7103　志布志町志布志 3222-1（健康ふれあいプラザ内）		 ☎ 099-472-1800
有 明 支 所	 〒899-7402　有明町野井倉 1767（市民センター内）	 ☎ 099-474-0310
松 山 支 所	 〒899-7601　松山町新橋 268（老人福祉センター内）	 ☎ 099-487-2001

※ 『福祉サービス』とは、介
護保険制度などの高齢者福
祉サービス、知的障がい者
福祉、精神障がい者福祉サー
ビスなどです。

◎福祉サービス利用援助について

◎日常的金銭管理サービスについて

◎書類等預かりサービスについて　

費用はいくら？
？

ともだち!
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第
3
8
号
 2
0
1
2
.5

東
日
本
大
震
災
義
援
金

心配ごとがありましたら… 相談内容等の秘密は厳守します。ぜひ、
お越し下さい。なお、相談料は頂きません。～金銭、年金、家族、住宅、ご近所トラブルなど～

６月 ･７月の日程

●：志布志地区 472-1800
　　（健康ふれあいプラザ内）
●：松山地区　 487-2001
　　（老人福祉センター内）
●：有明地区　 474-0310
　　（市民センター内）

相談時間
10：00〜15：00※日程は変更になる場合があります。右記までお気軽にお問合せ下さい。

次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お
礼

に
か
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
頂
き
ま
し
た
ご
寄

附
は
、
志
布
志
市
の
地
域
福
祉
向

上
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
24
年
3
月
1
日
か
ら

平
成
24
年
4
月
30
日
ま
で
）

自
治
会
名　

寄
附
者
名　

物
故
者
名

（
敬
称
略
）

西
内
之
倉　

外
牧
廣
美　

故
武
文

中
西
谷　
羽
月
み
ち
子　

故
エ
チ

宇　

都　

有
村　

増　

故
増
雄

東
京
都　

柳
井
憲
一　

故
シ
ヅ
ミ

上
昭
和　

溝
口
タ
キ　

故
酒
匂
ツ
ル

一
丁
田　

柚
木
俊
幸　

故
久
子

横　

峯　
横
峯
ヨ
シ
子　

故
幸
夫

大
阪
市　

清
水
雄
一　

故
カ
チ
エ

横
浜
市　

大
坪
潤
一　

故
兼
行　

関
屋
団
地　

中
村
公
人　

故
静
夫

田　

床　

関
屋　

隆　

故
サ
ダ
子

上
出
水　
徳
田
ト
シ
子　

故
政
美

西
横
尾
下　

平
田
功
一　

故
洋
子

新　

町　

小
村
順
一　

故
豊
一
郎

上
昭
和　

中
田
房
子　

故
稔

下
小
西　

原
田　

實　

故
文
子

下
大
黒
二
丁
目　

日
高
行
二　

故
ミ
エ
子 

清　

水　

池
田
春
男　

故
カ
ツ
子

下
大
黒
二
丁
目　
川
﨑
テ
ル
子　

故
吉
治

鳥
井
下　

中
村
艶
子　

故
門
田
ナ
ル

香　

月　
下
戸
富
美
子　

故
貴
島
ツ
ミ

上
小
西　
新
森
惠
美
子　

故
初
枝

伊
﨑
田　
竹
之
内
一
晃　

故
鹿
江

下
通
山　
松
下
ア
ヤ
ネ　

故
兼
康

立　

本　
立
根
ト
シ
子　

故
重
吉

通　

山　

丸
山
ナ
ル　

故
榮

清　

水　

枦
山
雪
枝　

故
義
秋

小　

松　

馬
原
國
男　

故
キ
ヨ

沢
津
ヶ
峯　

津
谷
サ
エ　

故
進

東
原
中　

萩
野
弘
己　

故
ケ
サ
チ
ヨ

東
大
久
保　
久
木
井
千
年　

故
賴
子

猜
ヶ
宇
都　
小
宇
都
ミ
ネ
子　

故
行
男

大　

浜　

河
野
文
夫　

故
キ
ク
エ

宇
都
鼻　

西　

秀
二　

故
タ
マ
子

上
肆
部
合　

宮
城
一
人　

菊
男

押
切
東　

掘
苑
智
之　

故
愛
子

前　

田　

大
保
貞
雄　

故
イ
ト

西
豊
留　

脇
田
量
平　

故
ハ
ル
ミ

後　

町　
瀬
戸
山
政
旭　

故
タ
ミ
エ

西
之
原　

椎
原
幸
夫　

故
サ
チ

や
っ
ち
く　
久
保
園
幸
子　

故
竹
之
内
フ
キ

　

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
の

方
々
よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
有
意

義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・ 

大
黒
グ
ル
ー
プ 

代
表
取
締
役
会
長　

河
本
正
男

他
役
職
員
一
同

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会

・
志
布
志
中
学
校
第
20
回
卒
業
還
暦
同
窓
会
一
同

　
皆
様
か
ら
頂
き
ま
し
た
「
使
用
済

み
切
手
」
を
平
成
24
年
３
月
８
日
に

発
送
し
ま
し
た
。
公
益
社
団
法
人
日

本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協
会
よ
り

同
年
３
月
12
日
に
届
き
ま
し
た
と
の

お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
3
月
16
日
～
5
月
10
日
受
付
分
）

　

合
計
金
額
：
９
７
，
２
９
２
円

訪
問
介
護
事
業
所
を
統
合
し
ま
し
た
！

　

平
成
24
年
４
月
1
日
、
社
協
の
指
定

訪
問
介
護
志
布
志
事
業
所
を
同
有
明
事

業
所
（
志
布
志
市
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

へ
統
合
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
お
知
ら
せ
》

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
福
祉
川
柳
・
短

歌
・
俳
句
を
通
じ
て
、
今
以

上
に
幅
広
い
年
齢
層
の
市
民

に
福
祉
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
い
、
広
く
福
祉
に
興
味
を

持
っ
て
頂
き
た
く
、
募
集
い

た
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
募

集
要
項
に
て
ご
応
募
下
さ
い
。

ま
た
、
投
稿
総
数
に
応
じ
て
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
応
募
方
法

　
・�

氏
名
又
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
、

町
名
を
記
入

　
・
一
人
二
作
品
ま
で

　
・�

ハ
ガ
キ
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル

　
※�

電
話
に
よ
る
応
募
は
致

し
ま
せ
ん
。

○
応
募
締
切

　
平
成
24
年
6
月
29
日
㈮
ま
で

○
掲
載
に
つ
い
て

　
・
平
成
24
年
7
月
25
日
発
行

　

�「
さ
さ
え
あ
い
」
第
39
号
に

掲
載
予
定

『
ふ
く
し
川
柳
・

短
歌
・
俳
句
』

募
集
し
ま
す
。

〒899-7103
志布志町志布志 3222-1
TEL：472-1800
FAX：472-1593
E-mail：
info@shibushi-syakyo.jp

志布志市
社会福祉協議会
(市健康ふれあいプラザ内 )

❶
職
種
及
び
人
員

　

正
職
員　

１
名

　

本
会
事
業
の
全
般
的
な
事
務

❷
採
用
条
件

　

⑴ 

平
成
24
年
７
月
１
日
に
お
い
て
満
25

歳
未
満
の
者
（
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
）

　

⑵ 

本
会
事
務
所
に
通
勤
可
能
な
者
で

普
通
免
許
保
持
者

　

⑶ 

採
用
後
は
志
布
志
市
内
に
居
住
で
き
る
者

　

⑷ 

社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
を
有
す
る
者

❸
募
集
期
間

　
平
成
24
年
５
月
14
日
㈪
～
６
月
12
日
㈫
ま
で

 

※�

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
志
布
志
市

社
会
福
祉
協
議
会
本
所
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。（
下
記
問
い
合
わ
せ
先
）

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
募
集
案
内

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

職
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
！

・
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン　

ケ
ン
ジ

・
志
布
志
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

・ 

志
布
志
中
学
校（
一
年
生
・
三
年
生
男
子
生
徒
）

・
蓬
の
郷　

バ
ザ
ー
販
売
売
上
金

・
蓬
の
郷　

募
金
箱

・
ス
ー
パ
ー
ぬ
き
さ
こ

・
重
田
自
治
会

・
仮
屋
自
治
会

（
平
成
23
年
３
月
14
日
〜

平
成
24
年
5
月
10
日
受
付
分
）

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額
：

１
１
０
２
万
５
，
８
１
８
円
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志
布
志
地
区
受
付

松
山
地
区

有
明
地
区

志
布
志
地
区

有
明
地
区
受
付

松
山
地
区
受
付
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